





























































































































































て扱われている。その榎本に、フランスの軍事顧問「ぶりゅーね」は「一切平等を装った共和民権政治の宣布――これを措 て、 一般庶民に新しい幻を植えつけ、 下々の不平不満を眠らせる餌が、 何処にありますか」とけしかけ、ニセの「共和国」を建 させようとするの
だ
15。そして、この美名に期待をかけた郷士たちが裏








































































































り返しになるが、 これは榎本にそもそも「共和国」樹立の意志がなく、 欧米人が「共和国」 いう表現のルーツというだけのことである。しかし、木村はそのようには解釈しな った。
“「共和国」は存在したにもかか
わらず、 「タブウ」のせいでだれもそのことを発言できないため、これ 証明する 献が見つからないのだ”と分析したのである。
ずいぶん勝手な解釈だが、 このように見れば、 「共和国」 ことを記した史料が日本国内に見当たらず 、






























































































































































































































































































木村は「共和国」のことを調べるた 函館に調査に行ったと記す （後述） 、これは「大正十四年の夏 であったという。前掲『文明開化』二二四頁。
27	
木村毅・林茂 対談
　
明治文化を語る」（『文学』第四四巻第二号
　
岩波書店
　
一九七六年）三一・三二頁。
28	
石井孝『増訂明治維新の 際的環境』分冊三（吉川弘文館
　
一九七三年）九四二頁。ただし、尾佐竹の説は石井に
よって否定されている。
29	
木村毅『私の文学回顧録』（青蛙房
　
一九七九年）三四頁。
30	
木村毅「明治の政治に及ぼしたジョージ・ワシントンの影響」（『法政史学』第六号
　
一九五三年）二九頁。
31	
木村毅『大東京五百年文化史話―開けゆく江戸から東京へ―』（恒文社
　
一九七九年）五〇八頁。もとは昭和三一
年（一九五六）に 毎日新聞』都内板に連載されたもの。
32	
たとえば、「とにかく、それはアジアにおける最初の共和国であった」 『梅棹忠夫著作集』第七巻
　
中央公論
社
　
一九九〇年
　
一五四頁）「アジアにおける最初の共和国として、たいへん興味あるケースでもあるんですけど
……」（『安部公房全集』二一
　
新潮社
　
一九九九年
　
四三二・四三三頁）など。
33	 『羽仁五郎歴史著作集』
		 第三巻
	 （青木書店
　
一九六七年）
	 二三頁。
	 初出は
	 『毎日新聞』
	 一九四六年一月一三～ 五日
付という。
34	
井上清『くにのあゆみ批判―正しい日本歴史―』（
解放社
　
一九四七年）二五七～二五八頁。なお、「全軍の選
挙」とあるのは誤りである。
35	
奥山亮『新考北海道史』（北方書院
　
一九四九年序）一〇〇頁。
　235（20）
36	 『同右』 七頁。
37	
羽仁五郎『私の大学
　
学問のすすめ
』（講談社現代新書
　
一九六六年）一〇一～一〇三頁、同「久保栄の孤立」
（『テアトロ』第一七六号
　
一九五八年）四～六頁。
38	 「座談会
		 「五稜郭血書」
	 ―歴史劇とは何か―」
		 （
	 『久保栄研究』
		 第一〇号
　
一九六九年）
	 七頁。
39	
小熊英二『〈民主〉と〈愛国〉―戦後日本のナショナリズムと公共性―』（新曜社
　
二〇〇二年）一二三頁。
40	
前掲『くにのあゆみ批判―正しい日本歴史―』二五二頁
41	
羽仁五郎・井上清 歴史に何を学ぶか』（現代評論社
　
一九七三年）一六一頁。
42	
大江志乃夫『日本の歴史』第三一巻・戦後改革（小学館
　
一九七六年）七六・七七頁。なお、大江は「明治維新の
ときの隠岐島の 共和国成立」や「西南戦争のときの熊 県山鹿地方の小共和国」にも言及している。
43	
網野善彦『日本社会の歴史』下（岩波新書
　
一九九七年）一四九頁。
44	
典拠が怪しいということになって削除されたようである。
W
ikim
edia	
C
om
m
ons において、削除をめぐる議論のや
り取りを読むことができる（二〇一七年七月五日閲覧
　
https://com
m
ons.w
ikim
edia.org/w
iki/C
om
m
ons:D
eletion_
requests/F
ile:F
ictional_F
lag_of_the_R
epublic_of_E
zo.svg ）。
45	
小澤実「公開シンポジウム
　
近代日本の偽史言説
　
その生成・機能・受容」（『立教日本学研究所年報』第
一四・一五号
　
二〇一六年）九・一〇頁。
234　（21）　榎本武揚「共和国」言説に関する一考察
